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2A2 
企業間ネットワークと 技術開発 

日本テクトロン 株式会社 
柳田 " 一 

l Ⅰ Ⅰ 時代の変革と 経営環境の変化 
研究開発型企業と 言えば、 ハイテクノロジーを 駆使し、 時代の最先端をつき 進む企業と言った、 一見華やかな 

イメージがあ りますが、 反面、 技術の複合化と 技術革新の激しい 中での経営は、 決して楽なものではあ りません。 
また、 時代が大きなうねりを 持って変革しつつあ る時だけに、 経営戦略をどのように 組み立てて行くのかが、 

キ ー ともなっています。 
ここで研究開発型企業の 問題を考える 8 つのキーボイントを 上げて見ます。 
""""""" 。 

ハード型からソフト 型経済への移行。 このことは、 チャンスも失うが、 また新たなチヤン ス を生み出す時 
代 とも言える。 

②技術革新の 加速化 
今日、 売れている商品や 技術力朔日には 陳腐化するような 時代。 また、 ハイテク分野への 新規参入も多い。 

⑨ 如 旺 の複合化 

単一技術では 対応出来なくなって 来ており、 複数の技術を 組み合せたりコーディネートする 能力 ヵ腰求 さ 

れる。 
④マーケットの 多様化とマーケットへのアクセスの 難しさ。 

ロングランの 商品はなくなってきており、 競争の激化と 価格政策の難しさが 増して来ている。 
ニッチマーケットも 新規参入が多く 短命化している。 マーケ "y ト 戦略を立てる 人材を持っていない。 

⑥人材の確保と 維持 
ハイレベルの 技術者は確保が 難しいと同時にテクノロジーオリエンテッド 型の企業はトップが 技術屋の 
ケースが多く 、 彼の技術力に 頼りすぎるケースが 多い。 マネジメントレ ，く ん の人材の確保も 難しい。 特 
に最近は、 異業種のハイテク 分野への参入も 多く人材確保難により 拍車をかけている   

⑥国際化への 対応 
ビジネス環境そのものが 国際化してきており、 この問題は避けて 通れない。 

0 資金調達 
技術の高度 ィヒと 関連して開発コストが 上昇する傾向があ り、 商品寿命の短命化による 開発コストの 末口 
収や、 開発期間の短縮化、 頻度が上がることに よ る資金の需要が 増えるが、 有 担保主義の金融機関から 
の 借入は難しい。 

"" 営 ㍼。 ' 到 。 
エコノミー・オプ・スケールから、 エコノミー・オプ・スコープに 対応できる戦略 力 も必要   
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もしれませんが、 また、 このような経営環境の 世界的に経済、 変化は、 産業分野 円高から始まったと 力 ，成熟期に達したことと 言 う より、 相関関係にあ 必然的であ り、 ると言った方が 従来型のパラダイムから ; 正しいのか 
新し 、 v¥ ラダイムの構築が 必要となった 時に入ったと 言えます。 

胃夢苦僖瑳 ニ % 負童ナ ニ % 蕃珪号 窒塞 弄聖遼妖轟 夏芋 喬恐芭 毒手 姦ぢ : 彗素携隼季翠装 鷺流裏 白 免棄 。 衰嚢捷芸 。 

  

別の視点 め、 ら 見ると次の 4 つの項目が上げられます。 
①積み上げ的改良努力づ 既成の枠組みからは・ すノ @ 曲 Ⅰ 造 的な発想の必要性 
" 生産 M""" " 研究 "" 祖型 
③ボトムアップな づ トップ主導型、 ヒラメ キ の重視、 企業家的ミド 几の育成 

コンセンサス 方式 
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④本業中心 づ 多角的展開、 多面的展開 
このような 変イヒ を捉えてみると 必ずしも大企業や 大資本の力の 論理による勝負が 勝目を得るのではなく、 むしろ 

プ レキシ ヒ 。 リティ一の高い 研究開発型企業による 知恵の勝負の 時代に入って 来たと言えます。 
また、 全体主義的発想⑦ 、 6 個性発揮型の 経営戦略を取る 必要が出て来ており、 個を生かしきる 組織のあ り方も間 

われる時代とも 言えます。 

2. 日本テクトロンの 経営戦略 
l@ テクトロンにおいては 新しい時代に 合う経営戦略を 取っているが、 紙面の都合上全体の 構成とそ クナ 一部を紹 

介するに』，めます。 なお、 詳細にお知りになりた い 方はお申し出れただけれ ば差 上げます。 
構成 

1. 経営方針 
2. 活性化を失わないために 

3. マーケット戦略 
。 ． " 織の運営方針 
5. 管理者のための 行動マニュアル 

""" 創赳 。 " 
経営方針 

とする 
(1) 情報の単なる 利用活用から、                 る 企業体質 へ 

～ マ ）。   " 。 " 雌 " Ⅰ 尹 " 
( Ⅱ ) 複数のニッチマーケットをつなぎ 合わせ新しいマーケットを 生み出す、 マーケットとマーケットとの 

インターフェース、 ニーズとニーズのインターフェースを 取る。 
ナオ、   " T@ ワ "" 。 シ "" ニ """" 。 。 """ 峰 """ 。 

(f) 事業問ネットワークを 活用し自社の 能力を超えたビジネスチヤン ス に積極的に挑戦をする。 
ネットワーク 戦略をべ ー スにおいた仕事のすすめ 方はこれからの 事業展開の重要ポイントであ る。 

Ⅰ レ 自己 " 毛糸 吉 哲三乗 且織 をキ 与 った 笘 とする，。 
(IV) 社内組織は各部門 ( エレメント ) が営業的 ( 売り ) に独立しており、 お互いの相乗効果 ( シナジー 

エフェクト ) を積極的に利用はするがもたれ 合いの関係ではないものとする。 またエレメントとの 
間の関係はネットワーク 型 とする。 

Ⅰ レ "' 己 " 直一昔 案 。 セルフイ ンベ "" シヨンⅠ とする 
(V) 常に進化し変革 ( ィ / ベーション ) を繰返す。 

～ " 。 " シ "" 。 "" れた 榊 。 持つ 
(V1) リスクは積極的に 取る ( リスクティキンバ ) が同時平行的にリスク ヘッヂ を行 う 。 

@-7¥=2@-sy@@@@@nsc@r@i@@wtt@@r@@@@-@ 
(V1) 積み上げ型経済 ( ストック ) から変動型経済 ( フロ一 ) への環境変化に 対応する。 

Ⅰレロ ョ穫条イヒ 文才方正ミグ ド の 三 柔毛車夫 イ套餅 神奇 催珪を持 ） コ 
( Ⅶ ) 経済の国際 ィヒと 共に経営そのものも 国際 ィヒ を避けて通れない。 常に国際 ィは寸 応を考えておく。 

Ⅰ ま " 。 何 " 葺 " 弗 斤への追従 " は " ( トレ， "" サ " ゴリテ 。 "") と 
"""""""" 。 '"" 。 。 " 嚢 。 舶鐸 "'"" 

。 "" 。 " 。 "" 歩と 革新は我々が 考えている以上に 早い。 メガトレンドであ り乗り遅れることは 死を意味する。 援 " 、 一 。 " 輯 しちこヵ " ら む " " 一白 勺 
モ ゴ % ダ ニラ， マ ス圧麦号音を 宇 テ てたう 笘と する 

(X) 産業構造そのものが 大きく変革をする 時代であ り、 また新たなビジネスチャンスを 生み出 瑚 ""' 
あ る。 それは経済のソフト 化を意味する。 

3. ネットワークによるリンケーン と 技術開手色 

経済のソフト 化現象と相まって 社会構造が ネ "y トワーク化し 始めています。 
ネットワーク 型の基本は 、 ヒエラルキーレスであ りクラスレスとも 言えます。 
前に述 ノくナ @_ よ う に経営環境が 大きく変化しつつあ り、 その中でも技術の 高度化、 複合化、 そして革新の 加速化 
や、 マーケットの 多様化現象は、 経営資源の乏し、                     てを賄いかつかく 一することは 
不可能になって 来ております。 
したがって事業間ネットワークの 戦略的活用によって、 経営資源を補間し 合い、 各々の企業は 専門に特化して 
行けるような 経営戦略をねる     とが重要となるの て吋 - 。 

また、 ネットワークを 組むことによって 開発のリスクを 分散出来ることと   開発スピードの 加速化や開発の 
ための人材の 共有化がはかれ 二重姉重の投資を 避けることにもなります 
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商士訂ヒの 段階における 機能イメージ 
" 機育拐 @J ネットワークへの 挑縦 

営業活動による インフラアップ。 
ニーズのす い 上げ マーケット マーケットの 0 戦 " 

  ニーズ 造廿倉 、   

ニッチマーケット 新しいマーケティンバ   

の見 い出し 戦略行動 

営業部門 マーケティンバ   

商 社 さ 商品企画 専門会社 

販 社 商品企画会社 
シンクタンク 

システムハウス 
  -'>                     ソフトハウス 

VB 群 
デザイン会社 

①機能分担によるネットワーク 群の構成が考えられる。 

  商柑ヒ 製造メーカー 

l ｜ 

力 ロ工メーカー 

②機首 胡り ネットワークが 構成 
できれば、 そのネットワーク 問のリンケージがす 可能となる 

    
③各ネットワーク 内の企業は専門に 牛 制ヒ できる 

情報の公開の 原則 

    

④条件はマーケット 側からの正しいかつ 良質な情報を 各々が共有できること。 

4. 新しい時代の 経営コンセ ブ 。 ト 

新しい時代の 幕開けは常にコンフリクトとパラドックスをミックスしながら 始まるのです。 
これからの新しい 時代は 、 必ずしも資本力 めパヮ 一のみでは語れなくなります。 従来の大企業的発想 助 、 ら 生ま 
れるのではなく、 正に了知恵の 勝負 コ の時代と言えます。 また、 全体主義の時代から 個性発揮の時代へと 移り、 
それはヒエラルキーすなわち 垂直競合型からネットワーク 水平展開型の 時代とも言えます。 
しかし、 ネットワークコンセアト カ滞叱ひ 方法論であ るだけにどのように 使いこなすかが 成否を決めることと 

なるのです。 
社会構造そのものがネットワーク 化し始めている 現代において、 経済戦略の中にネットワークコンセプトを 取 

り込むことはこれからの 重要な生き残り 策となります。 
ネットワークを 形成するキーボイントを 5 つ上げてみると 次のようになります。 

    ネットワークを 形成するにはネットワークにこだわりすぎないこと 
2. ハード型ネットワークからソフト 型ネットワーク 
3. タイトカップリンバではなくルースカッアリンバ 
4. 自分だけよけれぼと 言った考え方からシェア 一 すると言った 考え方への転換 
5. 信頼し合うと 同時にオーアンが 基本であ り、 主体性を失うことなく、 しかし社会システムは 相互に補 

完し合う関係にあ ると言った思考を 持つ 

これらの考え 方をべ ー スに企業間、 または事業間のネットワークの 形成、 構築が始まると 言えます。 
あ らゆるものが 高度 ィヒし 、 複合化し、 ニーズは多様化している 時代にあ って 、 新たなチャンスが 多く生れる時 
であ るとも言えます。 
このことは ア 起業の時代Ⅰと 表現することが 出来ると同時に、 起業に必要なことは 失敗と試行錯誤をおそれな 
ぃ 勇気が必要なのです。 

ここに企業家精神 ( アントラブルヌーアシップ ) の重要性が問われる 冊立なめて博 - 。 
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